
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６０３２．納付登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＲＣＬ 納付登録呼出し 

ＲＣＬ０１ 納付登録 
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１．業務概要 

税関にてキャッシュレス決済による旅具徴税の納付登録がなされた申告の収納未済額を照会し、納付受託

者がリアルタイム口座による引落とし依頼を行う。 

 

２．入力者 

納付受託者、税関 

 

３．制限事項 

なし 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

（Ａ）「納付登録呼出し（ＲＣＬ）」業務の場合 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が納付受託者の場合、入力された利用者コード（５桁）が入力者の利用者コード（５桁）で

あること。 

（Ｂ）「納付登録（ＲＣＬ０１）」業務の場合 

①システムに登録されている利用者であること。 

②入力者が納付受託者であること。 

③資金ＤＢに登録されている通関業者＊１と入力者が同一であること。 

（＊１）通関業者は、「資金徴収登録（ＳＩＫ）」業務の通関業者欄に入力された利用者コード 

（＝納付受託者の利用者コード） 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（３）納付ステータス管理ＤＢチェック 

（Ａ）ＲＣＬ０１業務の場合 

①入力された利用者コードの処理状況が処理中でないこと。 

（４）納付日程管理ＤＢチェック 

（Ａ）ＲＣＬ業務の場合 

①納付日程の期間の開始日が入力されている場合は、システムに登録されている当該利用者の納付日

程の開始日と一致すること 

②納付日程の期間の終了日が入力されている場合は、システムに登録されている当該利用者の納付日

程の終了日と一致すること 

③複数の納付日程の期間に跨った開始日及び終了日の入力でないこと 
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（５）資金ＤＢチェック 

（Ａ）ＲＣＬ業務の場合 

納付日程の期間の開始日及び終了日が入力されていない場合は、ＳＩＫ業務にて申告等区分コード

が５（賦課決定（旅具キャッシュレス納付（口座振替））で登録された通関業者＊１と、入力された利

用者コードが同一である徴収決定情報のうち、収納未済情報が存在する納付日程（納付日程管理ＤＢ

に登録されている納付日程の終了日が本業務実施日の前日以前の日付となっているものに限る）が複

数存在しないこと 

（Ｂ）ＲＣＬ０１業務の場合 

ＲＣＬ業務で表示された納税額と、ＲＣＬ０１業務実施時点で徴収決定情報から抽出された収納未

済額の合計が一致すること。 

（６）口座関連チェック 

（Ａ）ＲＣＬ０１業務の場合 

①入力された口座番号が口座ＤＢに存在すること。 

②入力された利用者コードが口座ＤＢに登録されている口座名義人と同一であるか、または口座名義

人に代わる利用可能者として口座利用可能者ＤＢに登録されていること。 

 

５．処理内容 

（１）ＲＣＬ業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「００

０００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外の

コードを設定の上、処理結果通知の出力を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参

照。） 

（Ｂ）納付登録呼出し結果情報編集出力処理 

資金ＤＢより納付登録呼出し結果情報の編集及び出力を行う。出力項目については「出力項目表」

を参照。 

資金ＤＢよりＳＩＫ業務にて申告等区分コード「５：賦課決定（旅具キャッシュレス納付（口座振

替））」で登録された全税関官署の徴収決定情報の内、入力内容に合致する情報を抽出し、納付登録

照会情報の編集及び出力を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

入力項目に対応するＳＩＫ業務の入力項目は以下のとおり。 

①利用者コード欄：ＳＩＫ業務の通関業者欄 

②納付日程の期間欄：ＳＩＫ業務の調査決定の日欄 

（ａ）納付日程の期間の開始日及び終了日が未入力の場合 

ＳＩＫ業務にて申告等区分コードが５（賦課決定（旅具キャッシュレス納付（口座振替））で登録

された通関業者＊１と、入力された利用者コードが同一である徴収決定情報のうち、納付日程の期間

の終了日（ＳＩＫ業務で調査決定の日欄に入力された日付が属する納付日程管理ＤＢの終了日）が

本業務実施日の前日以前である徴収決定情報を抽出し、収納未済額の合計を出力する。 

（ｂ）納付日程の期間の開始日及び終了日が入力された場合 

ＳＩＫ業務にて申告等区分コードが５（賦課決定（旅具キャッシュレス納付（口座振替））で登録

された通関業者＊１と、入力された利用者コードが同一である徴収決定情報のうち、収納未済額が０

円以上であり、入力された納付日程の期間内が調査決定日である徴収決定情報を抽出し、収納未済

額の合計を出力する。 
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（Ｃ）注意喚起メッセージ出力処理 

入力者が納付受託者で、納付ステータス管理ＤＢにエラーの旨の登録がされている場合、注意喚起

メッセージとして処理結果通知に出力する。 

（Ｄ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

（２）ＲＣＬ０１業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「００

０００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外の

コードを設定の上、処理結果通知の出力を行う｡（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参

照。） 

（Ｂ）納付ステータス管理ＤＢ処理 

①入力された利用者コードの処理状況を「処理中」に変更する。 

②入力された利用者コードのエラー状態が「エラー」の場合、「通常」に変更する。 

（Ｃ）資金ＤＢ処理 

口座引落とし対象の申告について、納付登録口座振替実施中の旨の登録を行う。 

（Ｄ）納付登録口座振替自動起動処理 

口座引落とし対象の申告について、「納付登録（口座振替自動起動）（１ＲＣ）」業務を自動起動する。 

（Ｅ）注意喚起メッセージ出力処理 

納付登録口座振替自動起動処理が行われた場合に、注意喚起メッセージとして処理結果通知に出力

する。 

（Ｆ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

納付登録呼出し結果情報 ＲＣＬ業務で正常終了した場合 入力者 
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７．特記事項 

（１）「納付登録（口座振替自動起動）（１ＲＣ）」業務について 

（Ａ）業務概要 

ＲＣＬ０１業務にて登録された口座引落とし対象の申告について、税関官署、一括納付書番号及び科

目単位に口座引落し処理を行う。 

（Ｂ）処理内容 

ＲＣＬ０１業務実施者の納付ステータス管理ＤＢのエラー状態が「エラー」でない場合、以下の処理

を行う。 

①納付番号及び確認番号を払出し、ＲＣＬ０１業務にて登録された収納未済の徴収決定済情報に対し

て、１の一括納付書番号及び科目単位の税額をＭＰＮ納付ＤＢに登録する。 

②リアルタイム口座引落とし処理中の旨をシステムに登録する。 

③口座引き落とし要求電文をリアルタイム口座用Ｗｅｂサーバ向けに送信する。 

④ＲＣＬ０１業務にて登録された納付日程の期間の収納未済の徴収決定済情報について１ＲＣを自動

起動する旨を登録する。以降、ＲＣＬ０１業務にて登録された納付日程の期間の収納未済の徴収決

定済情報について全ての一括納付書番号及び科目の処理が完了するまで継続する。 

 


